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ヴィゴツキーの心理学は、現在活動理論
や状況的認知論として展開しているが、
一貫して人間の心の営みの社会性や集合
性を前提としてきた。この発表では、ヴ
ィゴツキー派のトレンドのうちで、もっ
とも共生（Conviviality）と関連する、
ソーシャルセラピューティクスについて
紹介し現在私たちが行っている活動の一
端を示す。ソーシャルセラピューティク
スは、哲学者の故フレド・ニューマンが
ニューヨークで制作してきた、コミュニ
ー建設のための方法論であり、共生の方
法論ともなる。
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